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の思想や文化を支えた「礼J 、「陰陽五行J そして「鬼神信仰j の三つを基盤として成立していたことを詳細に論じて
いる。「礼J は、犬食の社会的な地位を規定し、「陰陽五行J 思想、は、犬肉のもつ医学的、栄養学的な効能を保証し、
さらに、「鬼神信仰J は駆鬼除災などの祭舵儀礼の点から犬食の文化的な広がりを支えたと考察している。
これら三つの要素に支えられた犬食文化のありかたは、決して今日に見られるような低俗なものではなく、また忌
み嫌われるものでもなかった。例えば、犬の肉を儀礼や祭礼に使うことができるのは、大夫以上の上流階級だけであ
り、季節によっては王も積極的に食すべき食材であるとされていたのである。また、「陰陽五行j 思想、の観点からみ
た、犬肉のもつ「陽j のエネルギーは、王たちの墓所を浄化し、生者や死者を悪霊から護る事が可能なものとして捉
えられていた。そして、犬肉のもっとされた保温効果は、老人のように体力が衰えてきた人々の健康を保持するのに
役立ち、一種の養生法としての価値があると考えられていたという。
無論、不満な点がないわけではない。犬肉を儀礼や養生法として大量に消費するためには、その経済的な背景と社
会制度上の体制が必要になるし、この点からの記述が比較的手薄になっていることはある。また、南北朝時代以降の
犬食文化の衰退を、仏教や道教などの宗教的な要因のみから説明している点は、十分なものとはいえない側面もある。
ただ、これらの諸点も、氏の独創性にあふれた、スケールの大きな古代中国の犬食文化研究の価値を損なうものでは
なυことはいうまでもない。
本論文は、従来の中国食文化研究の水準を越える優れたものであり、博士(言語文化学)の学位請求論文として十
分に価値あるものと認められる。
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